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東京
女子大
学古
典文
学研究
会
一
、
は
じ
め
に
古
典
文
学
研
究
会
で
は
、
本
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
条
為兼
筆
と
伝
え
ら
れ
る
『
古
今
和
歌
集
』
古
写
本
の
、
翻
刻
お
よ
び
本
文
調
査を
行
っ
てい
る
。
本
稿
は
、
前
項
に
引
き
続
き
巻
十
八
～
墨
滅
歌
の
翻
刻を
掲
載
す
る。
原本の
性格や書誌については、以
前の稿を参照され
たい。
二
、
凡
例
( １
) 本
学
所
蔵
古
今
和
歌
集
を
、
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
次
の
方法を採った。（
イ
）
一
行
の
字
詰
め
・
改
行
は
原
本
の
ま
ま
に
行
い
、
原
本
の
様
子
を
で
き
る
か
ぎ
り
再
現
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
詞
書
は
二
字
下
げ
、
左
注
は
三
字
下
げ
で
統
一
し
た
。
作
者
は
原
本
の
様
子
に
従
い
、
適
宜
記
した。
( ロ
)
帖
数
及
び
表
・
裏
は
、
一
帖
表
を【
一
オ
】
同
裏を
【
一
ウ
】の
形
で
示した。
( ハ
) 朱筆部分は
<
> で囲った
。声点・合点も全て朱筆で
あるが、
これら
はそのまま本文に記した。
( 二
)
声
点
は
、
研
究
会
の
判
断
に
よ
り
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
符で示した。
( ホ
)
各歌の冒頭に
、『新編国歌大観』番号
を付した。
( へ
) 仮
名
遣
い
は
原
本
の
ま
ま
と
し
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
と
も
通
行の字体とした。( ト
) 真
名
序
の
翻
刻
に
関
し
て
は
、
藤
原
楚
水
『
書
道
六
体
大
字
典
』、
圓道裕之『
草書大辞典
』、
伏
見沖
敬『
書道大字典
』、『
大
書源
』
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を参照した。
( ２
) 校
異
は
、
巻
末
に
、
以
下
の
項
目
ご
と
に
分
け
て
列
記
し
た
。
な
お
、
翻刻
本文中の該当箇所の下に
それぞれ記号を付した。
◇…独
自本文
■…定家
本系統三本と異なる
もの
☆…定家本系
統三本の間で揺れのある
もの
本
会
で
は
、
本
学
本
と
定
家
本
系
統
と
の
距
離
を
探
る
べ
く
、
貞
応
本
系
統
・
嘉
禄
本
系
統
・
伊
達
家
本
の
三
系
統
の
写
本
と
校
合
し
た
。
校
合
に
使
用した影印は、以下の
通りである。
貞応本系統「
貞応二年本」
( 『冷泉家時雨亭叢書２
』
)
嘉禄
本系統
「嘉禄
二年本」
( 『
冷泉家時雨亭叢書２』
)
伊達家本「伊達家旧蔵
藤原定家筆本」
( 『
古今和歌集伊達本』久曽
神昇編
)
ま
た
、
本
学
本
の
本
文
が
右
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
場
合
は
、
久
曽
神
昇
『古今和歌集成立論
資料編
』、片桐洋一『古今集全評釈
』、小松茂美
『伝公任筆古今和歌集図
版編』をもとに、他本と
も校合した。その
結果、元永本・前田家本・
雅経本・伝公任筆本と一致
する場合それ
を
略
号
で
示
し
、
一
致
し
な
い
場
合
、『
古
今
和
歌
集
成
立
論
資
料
編
』
の
表
記
に
従
い
略
さ
ず
に
記
し
た
。「
異
同
一
覧
」
で
挙
げ
る
各
伝
本
の
略
号
は
、
以下
の通りである。
貞…貞応
本
( 定家本系統
)
嘉…嘉禄本
( 定家本系統
)
伊…伊達本
( 定家本系統
)
元…元永本前…前田家本雅…雅経本公
…伝公任筆本
三
、
翻
刻
【八六オ】
古今和歌集巻第
十八
〈
六
十八
首
〉
雑哥下
題不知
よみ人
しらす
世の中はなにかつねなる
あすかかは
933
昨日のふちそけふはせに
る
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いくよしもあらしわか身
をなそもかく
934
あ
まのかるもにおもひみた
るゝ
かり
のくるみねのあさきりは
れすのみ
935
おもひ
つきせぬよの中のうさ
【八六ウ
】
小野たかむら
の朝臣
しかりとてそむ
かれなくにことしあれは
936
まつなけかれぬあ
なう世の中
かひのかみに侍りける
時に京へまかり
■
のほりける人につかはし
ける
お
のゝさたき
みや
こ人いかにとゝはゝやま
たかみ
☆
937
はれぬ
くもゐにわふとこたへよ
文屋のや
すひてかみかはのそうに
☆
【八七オ】
なりてあかたみ
にはえいてたゝしや
といひやれりける
返事によめる
おのゝこまち
わひぬれは身をうきくさ
のねをたえて
938
さそふみつあらはいなんと
そおもふ
題不知
あ
はれてふことこそうたて
世の中を
939
おも
ひはなれぬほたしなりけ
れ
よみ人
しらす
【八七ウ
】
あはれてふこ
とのはことにおくつゆは
940
むかしをこふる
なみたなりけり
世の中のうきもつ
らきもつけなくに
941
まつしるも なみた
なりけり
世の中はゆめ
うつゝか
うつゝとも
942
ゆ
めともしらすありてなけ
れは
世の
中にいつらはわか身あり
てなし
■
943
あはれ
とやいはんあなふとやいは
む
◇
山さと
ものゝわひしきことこそあ
れ
944
【八八オ】
世のうきより
すみよかりけり
〈
惟
高御
子
〉
〈
一
首入
〉
これたかの御子
しら雲のたえすたなひく
みねにたに
945
すめはすみぬる にこそあ
りけれ
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ふるのいまみち
し
りにけむきえてもいとへ
世の中は
◇
946
なみ
のさはきにかせそしくめ
る
そせい
いつくに
か世をはいとはんこゝろこ
そ
☆
947
【八八ウ】
のにも山にもま
とふへらなれ
よみ人しらす
世の中はむかしよりや
はうかりけん
948
わか身ひとつのため な
れるか
世
の中をいとふ山へのくさ
きとや
949
あな
うのはなのいろにいてに
けん
みよし
のゝ山のあなたにやともか
な
950
世のうき
時のかくれかにせん
世にふれはう
さこそまされみよしのゝ
951
【八九オ】
いはのかけみちふ
みならしみむ
■
いかならんいはほ
なかにすまはかも
☆
952
世のうきことのきこえこ
さらん
あしひきの山のまに〳〵か
くれなん
953
うき世の中はあるかひも
なし
〈
オ
ク
〉
世の中の
うけくにあきぬおくらや
ま
◇
・
・
・
954
このは
にふれる雪やけなまし
おなしも
しなき哥〈物
部
〉
〈
良
名
〉〈一
首入
〉
ものゝへのよし
な
【八九ウ】
世のうきめ見えぬ山ち
へいらんには
955
おもふ人こそほたしなり
けれ
や
まのほうしのもとへつか
はしける
みつ
ね
■
世をす
てゝやまにいるひと山にて
も
956
なをうき
時はいつちゆくらん
ものおもひ侍
ける時いときなきこ
■
を見てよめる
いまさらに にお
ひつらんたけのこの
■
957
【九〇オ】
うきふししけきよとはし
らすや
題しらす
よみ人しらす
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世にふれはことのはしけ
きくれたけの
958
う
きふしことにうくひすそ
なく
木も
あらすくさにもあらぬ竹
のよの
◇
959
はした
にわか身なりぬへらなり
◇
〈高
津
内
親王
〉
或人云
たかつの御子の哥也
わか身からうき
世の中となつけつゝ
960
人のためさへかな
しかるらん
【九〇ウ】
おきのくにゝなかされて
侍ける時に
☆
よ
める
たかむらの朝
臣
おも
ひきやひなのわかれにお
とろへて
961
あまのなは
たきいさりせんとは・
・
たむ
らの御時ことにあたりて
つの
■☆
くにのすまと
いふ所にこもり侍り
☆
ける時 みやの
うちに侍ける人に
つかはしけ
る
在原行平朝臣
【九一オ】
わくらはにとふ人あらはす
まの浦に
962
もしほたれつゝわふとこ
たへよ
左
近将監とけて侍ける時に
女のとふらひ
にお
こせて侍けるかへりこと
によみ
■
〈右
少
将
〉〈春
風
〉〈二
首
入
〉
☆
てつかは
しける
おのゝは
るかせ
〈
五
位
〉
あまひこのをと
つれしとやいまはおもふ
■
963
われか人かと身
たとるよに
つかさとけて侍ける時
に
よめる
■
平さたふむ
【
九一ウ】
うき
世にはかとさせり も見
えなくに
964
なとか
わか身のいてかてに
する
ありはて
ぬいのちまつまのほとたに
も
■
965
うきことしけ
くおもはすもかな
みこの宮のたち
わきに侍けるを
宮つかへつかまつ
らすとてとけて侍け
る
■
〈
宮道
清
樹
〉
時によめる
みやちのき
よき
〈
内監
曲
膳
〉
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つくはねのこのもとこと
にたちそよる
966
は
るのみやまのかけをこひ
つゝ
【九
二オ】
時なり
ける人のにはかに時なくな
り
てなけく
を見て身つからのな
けきもなく
よろこひもな
きことを思てよめる
清原深養父
ひかりなきたにゝ
ははるもよそなれは
967
さきてとくちるものお
もひもなし
かつらに侍りける時七條
の中宮の
■
と
はせ給へりける御返事に
たてまつれる
■
伊勢
【九二
ウ】ひさかた
のなかにおひたるさとなれ
は
968
さきてとくち
るものおもひもなし
◇
かつらに侍ける
はのすけにまかり
◇
ける時にむまのは
なふけせんとてけ
◇
ふといひおくれりけ
る時にこゝかしこに
まかりありきてよふくる
まて見え
さりけれはつかはしける
なりひらの朝臣
い
まそしるくるしきものと
人またん
969
【九
三オ】
さとを
はかれすとふへかりけり惟高御子
のもとにまかりかよ
ひける
をかしらおろ
しておのといふ所に
侍ける
に正月にとふら
はんとてまかりた
ける ひえの山の
ふもとなりけれは雪
いとふかゝり
けりしゐ
てかのむろにまか
りいたりておかみけるに
つれ
く
として
い
とものかなしくてかへり
まうてきて
よみ
ておくりける
【九三
ウ】
〈テ
ハ
〉
わすれつゝゆ
めかとそおもふおもひき
や
■
970
雪ふみわけてき
みをみんとは
ふかくさのさとに
すみ侍りて京へ
まうてくとてそこな
りける人によみ
ておくりける
としをへてすみこしさとを
いてゝいなは
971
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いとゝふかくさのとやな
りなん
か
へし
よみ人しらす
野と
ならはうつらとなきてと
しはへん
972
【九四
オ】かりにた
にやはきみかこさらん
☆
題不知
われをきみなに
はのうらにありしかは
973
うきめをみつのあ
またなりにき
◇
この哥或人云昔おとこ
ありける女のをとこ
■■
とはすなりにけれはなに
はなるみつのて
〈
ヲ
トコ
〉
らに
まかりてあまになり
てよみて人
■
につか
はしけるとなんいへ
る
■
返し
【九四ウ】
なにはかたうら
むへき世もおもほえす
◇
974
いつくをみつのあ
まとかはなる
■
いまさらにとふへき
人もおもほえす
975
やへむくらにてかとさせ
りてん
■◇
ともたちのひさしうまうて
こさりけ
るもとによみてつかはし
ける
み
つね
みつ
のおもにてるつきなみの
うきくさの
◇
976
うきこ
とあれやねをたえてこぬ
【九五オ
】
人をとはてひ
さしうありけるをり
にあひうらみけ
れはよめる
〈
ユ
〉
身をすてゝいきやしに
けむおもふより
■
977
ほかなるものはこゝろな
りけり
む
ねをかのおほよ
りかこし
よりまて
■
きた
りけるに雪のふりけるを
み
てをの
かおもひはこの雪のことく
なん
つもれる
といひけるをりによみける
■
君かおもひゆ
きとつもらはたのまれす
978
【九五ウ】
はるよりのちはあ
らしとおもへは
返し
宗岳大
頼
君をのみおもひこしちの
しらやまは
979
いつかはゆきのきゆるとき
ある
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こしなりける人につかは
しける
つ
ら雪
■
おも
ひやるこしのしらやまし
らねとも
980
ひとよ
もゆめにこえぬよそなき
題しらす
よみ人しらす
【九六オ】
いさこゝにわか
よはへなむすかはらや
981
ふしみのさとのあ
れまくもをし
わかいほはみわのやま
もとこひしくは
982
とふらひきませすきたて
るかと
〈喜
撰
〉
〈
一首
入
〉
きせ
む法師
わかい
ほはみやこのたつみしかそ
すむ
983
世をうち
やまと人はいふなり
よみ人しらす
あれにけりあは
れいくよのやとなれや
984
【九六ウ】
すみけむ人のをとつ
れもせぬ
ならへまかりける時にあ
れたる家に
女のきんひきけるをきゝて
よみて
いれたりける
よ
しみねのむねさた
〈
ヤ〉
わひ人
のすむへきさとゝ見るなへ
に
■
985
なけきく
はれることのねそする
■
はつせへまう
つるみちにならの京
◇
にやとりける時
によめる
■
【九七オ】
二條
源
のい
た
る
の朝
臣
女
〈一
首
入
〉
人ふるすさとをいとひて
こしかとも
986
な
らのみやこもうきなしり
けり
◇
題し
らす
よみ人
しらす
世中は
いつれかさしてわかならん
987
ゆきとま
るをそやとゝさたむる
あふさかのあ
らしのかせはさむけれと
988
ゆくゑしらねは
わひつゝそふる
■
かせのうへにあり
かさためぬちりの身は
989
【九七ウ】
ゆくゑもしらすなりぬへ
らなり
家をうりてよめる
−178−
伊勢
あ
すか河ふちにもあらぬわ
かやとは
■
990
せに
かはりゆくものにそあり
ける
つくし
に侍ける時まかりかよひて
こう
■■
ちける人
のもとに京にかへり
まうて
きてつかはし
けるきのとものり
【九八オ】
ふるさとは見しことも
あらすおのゝへの
991
くちしところそこひしか
りける
を
んなともたちにものかた
りしてわ
■
かれ
てのちにつかはしける
みちの
く
た
ちは
なの
くすな
をか
むす
め
あかさり
しそてのなかにやとめてけ
ん
■
992
わかたましゐ
のなきこゝちする
寛平御時にもろ
こしのはう官にめさ
れて侍ける と
う宮のさふらひにて
【九八ウ】
をのこともさけたうへけ
るついてによ
み侍ける
ふち原のた
ゝふさ
なよ竹のよなかきうへに
はつしもの
993
を
きゐてものをおもふころ
かな
題不
知
よみ人しらす
かせふ
けはおきつしらなみたつた
やま
994
よはにや
きみかひとりこゆらん
或人此哥はむ
かしやまとのくになりけ
る人の女
にある すみわ
たりけるこの女をやも
■
【九九オ】
〈
アヒ
タ
〉
な
く
な
り
て
家
も
わ
ろ
く
な
り
ゆ
く
程
に
■
■
こ
のをとこ河内のくにゝ人
をあひしり
てか
よひつゝかれやうにのみ
なりゆき
けりさ
りけれともつらけなるけし
き
も見えて
かうちへいくことにをとこ
の心の
ことくにしつ
ゝいたしやりけれはあや
し
とおもひても
なきまにこと心もやあ
るとうたか 月
のおもしろかりけるよを
◇
かうちへいくまね
てせさいのなかにかく
■
【九九ウ】
れ
て
み
け
れ
は
よ
ふ
く
る
ま
て
こ
と
を
か
き
な
■
−179−
らしてうちなけき
てこの哥をよみてね
に
けれはこれをきゝ
ていとあはれなりと
■
おも
ひてそれより又ほか
へもまからすなり
■
にける
となむいひつたふる
■
たかみそ
きゆふつけとりかゝらころ
も
995
たつ の山に
おりはへてなく
わすられんとき
しのへとそはまちとり
996
ゆくゑもしらぬあ
とをとゝむる
【一〇〇オ】
〈清
和
天
皇
〉
貞
觀御時万葉集はいつはか
りつくると
◇
とは
せたまひけれはよみてた
てまつり
〈
有
季
〉
ける
文屋ありすゑ
神なつきしく
れふりおけるならのはの
997
なにおふ宮のふ
ることそこれ
寛平御時哥たてま
つりけるついて
にたてまつりける
大江千里
あしたつのひとりおくれて
なくこゑは
998
【一〇〇ウ】
雲
のうゑまてきこえつかな
む
ふち
原のかちおん
ひとし
れすおもふこゝろははるか
すみ
999
たちいて
ゝきみかめにも見えなん
哥めしける時
たてまつるとておくにか
■
きつけてたてま
つりける
伊勢
〈
カ
ハ〉
山水のをとにのみきくも
ゝしきを
■
1000
身
をはやなからみ
るよしも
かな
【一
〇一オ】
古今和
哥集巻第十九
〈
六
十
八首
〉
雜躰
短哥
題不知
よ
み人しらす
あふことの・まれ
なるいろに・おもひそめ・
わか
1001
身はつねに・あまく
もの・はるゝ時なし・ふし
の
■
ねの・もえつゝとはに・
おもへとも・あふことか
たし・なにしかも・人をう
らみむ・わたつみの・
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おきをふかめて・おもひ
てし・おもひはいまは・
長
歌の「・」は朱書きの句
点
【一
〇一ウ】
いたつ
らに・なりぬへらなり・ゆ
く水の・
たゆると
きなく・かくなはに・おも
ひみたれて・
ふ
る
ゆ
き
の
・
け
な
は
け
ぬ
へ
し
・
お
も
へ
と
も
・
え
◇
・
ふの身なれは・なを
やます・おもひはふかし
・
：あ
し
ひ
き
の
・
山
下
み
つ
の
・
こ
か
く
れ
て
・
た
き
つ
■
こ
ゝ
ろ
は
・
た
れ
に
か
も
・
あ
ひ
か
た
ら
は
ん
・
い
ろ
に
い
て
は
・
ひとしりぬへみ・すみそ
めの・ゆふへになれは・
ひ
とりゐて・あはれ
く
と
・なけきあまり・せん
すへ
なみに・にはにいてゝ・
たちやすらへは・しろ
【一〇
二オ】た
へ
の
・こ
ろ
も
の
そて
に
・
お
く
しも
の・
けな
はけ
■
ぬへく・おも
へと ・なをなけかれぬ
・はるかすみ・
よそにも人に・
あはんとおもへは
ふる哥たてまつり
し時のもくろく
のそのなか哥
貫之
ちはやふる・神の御代より
・くれ竹の・よゝに
1002
＼
もたえす・あまひこの・
をとはの山の・はるか
す
み・おもひみたれて・さ
みたれの・そらもとゝろに
・
【一
〇二ウ】
さよふ
けて・山ほとゝきす・なく
ことに・たれもね
さめて・
からにしき・立田の山の・
もみちはを・
みてのみしの
ふ・神な月・しくれ
く
て・冬のよ
の・にはもはた
れに・ふる雪の・なをきえ
かへり・
としこと ・時に
つけつゝ・あはれてふ・こ
とをいひ
つゝ・きみをのみ・ち
よにといはふ・よの人の
・
おもひするかの・ふしの
ねの・もゆるおもひも・
あ
か
すして・わかるゝなみた
・ふちころも・おれる
こゝ
ろも・やちくさの・こと
のはことに・すへらき
【一〇
三オ】の・おほ
せかしこみ・まき
く
の・なか
につくすと・い
せのうみの・
うらのしほかひ・ひろひ
あつめ・と
れりとすれと・
たまのをの・みしかき心
・おもひ
あへす・なをあら
たまの・としをへて・おほ
みや
に
の
み
・
ひ
さ
か
た
の
・
よ
る
ひ
る
わ
か
す
・
つ
か
ふ
と
て
・
■
かへりみもせぬ・わかや
との・しのふくさおふる
・
いたまあら ・ふるはるさ
めの・もりやしぬらん
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ふる哥にくわへてたてま
つれるなか哥
み
ふのたゝみね
【一
〇三ウ】
くれ竹
の・よゝのふること・なか
りせは・いかほの
1003
ぬまの・
いかにして・おもふこゝろ
を・のはへまし・あ
はれむかしへ
・ありきてふ・人丸こそ
は・うれし
けれ・身はしも
なから・ことのはを・あま
つそ
ら
ま
て
・
き
こ
え
あ
け
・
す
ゑ
の
よ
ま
て
の
・
あ
と
☆
となし・いまもおほせ
の・くたれるは・ちりに
つ
けとや・ちりの身に・つ
もれることを・とはるら
ん・
こ
れをおもへは・けたもの
ゝ・雲にほえけん・こゝ
ちし
て・ちゝのなさけも・お
もほへす・ひとつ心そ・
【一〇
四オ】ほこらし
き・かくはあれとも・てる
ひかり・ちかき
まもりの・身
なりしを・たれかはあき
の・くる
か
た
に
・
あ
さ
む
き
い
て
し
・
み
か
き
よ
り
・
と
の
へ
も
■
る身の・みかきも
り・おさ
く
しくも・おもほえ
す・
こゝのかさねの・な
かにては・あらしのかせも
・き
かさりき・いまは 山し
・ちかけれは・はるはか
す
みに・たなひかれ 夏はう
つせみ・なきく
らし・
＼
あきはしくれに・そてを
かし・ふゆはしもに
そ
・せめらるゝ・かゝるわ
ひしき・みなからに・つも
【一
〇四ウ】
れると
しを・しるせれは・いつゝ
のむつに・なり
に
け
り
・
こ
れ
に
そ
は
せ
る
・
わ
た
く
し
の
・
お
ひ
の
か
す
■
さへ・やよけ
れは・身はいやしくて・
としたかき・
ことのくるしさ
・かくしつゝ・なからのは
しの・なか
らへて・な はの
うらに・たつなみの・なみ
のし
はにや・おほゝれん・
さすかにいのち・おしけ
れは・
こしのくになる・しら山
の・かしらはしろく な
りぬ
と
も・をとはのたきの・を
とにきく・おひすし
な
す
の
・
く
す
り
も
か
・
君
か
や
ち
よ
を
・
わ
か
へ
つ
ゝ
み
ん
☆
【一〇
五オ】君か代に
あふさかやまのいはしみつ
1004
こかくれたり
とおもひけるかな
冬のなか哥
凡河内のみつね
ちはやふる・神な
つきとや・けさよりは・く
1005
も
り
も
あ
え
す
・
は
つ
し
く
れ
・
も
み
ち
と
ゝ
も
に
・
ふ
☆
るさとの・よしのゝ山の
・山あらしも・さむくひ
こと
に・なりゆけ ・たまのを
とけて・こ
きち
＼
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らし・あられみたれて・
しもこほり・いやかたま
れ
る・にはのおもに・むら
く
み
ゆる・ふゆくさの・
【一
〇五ウ】
うへに
ふりしく・しら雪の・つも
りく
て・あ
らた
まの・と
しをあまたも・すくしつる
かな
七
條
の
后
う
せ
た
ま
ひ
に
け
る
の
ち
に
よ
み
☆
ける
伊勢
おきつなみ・あれ
のみまさる・宮のうちは・
1006
としへてすみし いせ
のあまも・ふねなかし
たる・心ちして・よらん
かたなく・かなしきに・
な
み
たのかはの・くれなゐは
・われらかなかの・し
く
れ
に
て
・
あ
き
の
も
み
ち
と
・
人く
は
・
お
の
か
ち
りく
・
【一〇
六オ】わかれな
は・たのむかけなく
・なりはてゝ・とま
るものとは・
はなすゝき・君なきには
に・むれたち
て・そらをまね
かは・はつかりの・なき
わたりつゝ・
よそにこ 見め
旋頭哥
題不知
よみ人
しらす
うちわたすおちかた人にも
のまうすわれ
1007
そのそこにしろくさける
はなにのはなそも
か
へし
【一
〇六ウ】
はるさ
れはのへにまつさくみれと
あかぬはな
1008
まひなし
にた
ゝなのるへきはなの名
なれや
題不知
はつせかはふ
かはのへにふたもとあるす
きと
1009
しをへて又もあひ
みんふたもとあるすき
つら雪
君かさすみかさの山のも
みちはのいろ神な月
1010
し
くれのあめのそめるなり
けり
誹諧
哥
【一〇
七オ】
題不知
よみ人しらす
さくらはなみ
にこそきつれうくひすの
◇
1011
ひとく〳〵とい
とひしもせる
◇
素性
■
山ふきのはないろこ
ろもぬしやたれ
1012
とへとこたえす ちなし
にして
藤原のとしゆきの朝臣
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いくはくのたをつくれは
かほとゝきす
1013
し
てのたをさをあさな〳〵
よふ
【一
〇七ウ】
七月六
日たなはたの心をよめる
■
藤原兼輔
■
いつし
かとまたくこゝろをはきに
あけて
・
：・
1014
あまのかはらを
けふやわたらん
題不知
みつね
■
むつこともまたつきな
くにあけぬめり
1015
いつらはあきのな て
ふよは
僧
正遍昭
あき
のゝになまめきたてるを
みなへし
1016
【一〇
八オ】あなかし
かましはなもひとゝき
よみ人しらす
あきくれはのへ
にみたるゝをみなへし
■
1017
〈
ミ
ル
〉
いつれのひとかつま
てすくへき
■
あきゝりのはれてくもれ
はをみなへし
1018
はなのすかた 見えか れ
する
■
はなと見てをらんとすれ
はをみなへし
1019
う
たゝあるさまのなにこそ
ありけれ
寛平
御時后の宮の哥合歌
【一〇
八ウ】
在原むね
やな
あきかせにほ
ころひぬらしふちはかま
1020
つゝりさせてふ
きり〳〵すなく
あすはるたゝむと
しけるひとなり
のいへのかたよりかせ
雪をふきこ
■
しけるを
みてそのとなり
へつかはし
■
け
る
清原ふかや
ふ
ふゆ
なれとはる となりのち
かけれは
■
1021
なかゝ
きよりそはなはちりける
【一〇九
オ】
題しらす
よみ人しらす
いそのかみふり
にしこひのかみさひて
1022
たゝるにしあれは
いそねかねつる
■
まくらよりあとより
こひのせめくれは
1023
せんかたなみ とこなか
におる
こひしき かたもかた そ
ありときけ
1024
−184−
たてれをれともなき心ち
かな
あ
りぬやとこゝろみかてら
あひみねは
1025
たは
ふれにくきまてそこひし
き
【一〇
九ウ】みゝなし
の山のくちなしえてしかな
1026
おもひのいろ
のしたそめにせん
あしひき
の山た そほつをのれさへ
・
・
：
1027
われをほしといふ
うれはしき事
〈
陽成
院
乳
母
〉
きのめのと
ふ
しのねのならぬおもひに
もえはもえ
1028
神た
にけたぬむなしけふりそ
■
きのあ
りとも
〈
有
友
一首
入
〉
あひみま
くほしはかすなくありなか
ら
1029
【一一〇オ】
人につきなみま
とひこそすれ
☆
をのゝこまち
人にあはんつきのな
きよはおもひおきて
■
1030
むねはしりひ こゝろや
けをり
寛平御時きさいの宮の哥合
によめる
∴
藤原のおきかせ
は
るかすみたなひくのへの
わかなにも
1031
なり
みてしかな人もつむへく題不知
よみ人しらす
【一一〇
ウ】
おもへとも
をうとまれぬはるかすみ
1032
かゝらぬ山のあ
らしとおもへは
平貞文
はるのゝのしけきくさ
はのつまこひに
1033
とひたつきし ほろゝ
そなく
〈
河内
守
従
四
位上
〉〈
淑人
〉〈
一首
入
〉
きの
よし人
〈
参
議
長谷
雄
男
〉
あきのゝ
につまなきしかのとしをへ
て
1034
なそわかこひ
のかひよとそなく
みつね
【一一一オ】
せみのはのひとへに
うすきなつころも
1035
なれはふりなんものにや
はあらぬ
■
たゝみね
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かくれぬのしたよりおふ
るねぬなはの
1036
ね
ぬなはたてしくるないと
ひそ
題不
知
よみ人しらす
■
ことな
らはおもはすとやはいひは
てぬ
1037
なそよの
中のたまたすきなる
おもふてふひ
とのこゝろのくまことに
1038
【一一一ウ】
たちかくれつゝ見
るよしもかな
おもへとも はすと
のみいふなれは
1039
いなやおもはし か
ひなし
わ
れをのみおもふといはゝ
あるへきを
1040
いな
やこゝろはおほぬさにし
て
■
われを
おもふ人をおもはぬむくひ
にや
1041
わかおも
ふ人のわれをおもはぬ
■
おもひけむ人を
そともにおもはまし
1042
まさしやむくひな
かりけりやは
【一一二オ】
■
いてゝゆかむ人をとゝめ
よしなきに
1043
となりのかたにはなもひ
ぬかな
く
れなゐにそめしこゝろも
たのまれす
1044
ひと
をあくにはうつるてふな
り
いとは
るゝわか身ははるのこまな
れや
1045
のかひか
てらにはなちすてたる
☆
うくひのこそ
のやとりのふるすとや
◇
1046
われには人
のつ
れなかるらん
さかしら なつは
ひとまねさゝのはの
1047
【一一二ウ】
さやくしもよにわか と
りぬる
■
〈
左衛
門
佐
〉〈中
興
〉
〈
二
首
入
〉
平の
なかき
〈従
五
位
上
〉〈正
五
位下
内
膳
正忠
望
男
〉
あふこと
のいまははつかになりぬれ
は
1048
よふかゝらて
はつきなかりけり
左のおほいまう
ち君
もろこしのよしの
ゝやまにこもるとも
1049
おくれんとおもふわ
れならなくになかき
くもはれぬあさまの山のあ
さましや
1050
∴
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【一一三オ】
人
のこゝろをみてこそやま
め
伊勢
なには
なるなからのはしもつくる
めり
■
1051
いまはわ
か身をなにゝたとへむ
よみ人しらす
まめなれと
そはよけくかるかやの
1052
みたれてあ あ
しけくもなし
おきかせ
なにかそのなにたつこと
のおしからん
■
1053
【
一一三ウ】
しり
てまとふはわれひとりか
は
いとこ
なりけるをとこによそへ
て人のい
ひけれは
屎
源
の
つく
る
か
女
■
よそなからわか
身にいとのくるといへは
■
1054
たゝいつはりにひ
くはかりなり
◇
題不知
さぬ
き
あへのきよゆきの朝臣女
ねきことをさのみきゝけ
んやしろこそ
1055
はてはなけきのもりとなる
らめ
＼
【一一四オ】
〈
大
輔
〉
たい
ふ
源の
た
す
くか
女
☆
なけき
こるやまとしたかくなりぬ
れは
1056
つらつゑ
のみそまつゝかれける
よみ人しらす
なけきをはこり
のみつみてあしひきの
1057
山のかひなくなり
ぬへらなり
人こふることをおもに
とおもひもて
■
1058
あふこなきこそわひしか
りけれ
よ
ひのまにいてゝいりぬる
みかつきの
1059
【一
一四ウ】
われて
ものおもふころにもあるか
な
そへにとてと
すれはかゝりかくすれは
・
・
1060
あないひしら
すあふさきるさに
世の中のうきた
ひことに身をなけは
1061
ふかきたにこそあ
さくなりなめ
在原元方
世の中はいかにくるしと
おもふらん
1062
こゝら 人にうらみら れ
は
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よみ人しらす
【
一一五オ】
なに
をして身のいたつらにお
ひぬらん
1063
としの
おもはんことそやさしき
おきかせ
身はすてつこ
ゝろをたにもはふらさし
1064
ついに いかゝ
なるとしるへく
ちさと
しら雪のともにわか身
はふりぬれと
1065
こゝろはきえぬ のにそ
ありける
題
しらす
よみ人しら
す
【一
一五ウ】
むめの
はなさきてのゝちの身なれ
はや
1066
すきもの
とのみ人のいふらん
〈
寛
平
〉
法王にしかはに
おはしましたりけるひ
さる山のかひにさ
けふといふことを題にて
よませ給うける
みつね
わひしらにましらなゝきそ
あ
しひきの
1067
山のかひあるけふにやは
あらぬ
題
不知
よみ人しらす
【一
一六オ】世をい
とひこのもとことにたちよ
れは
■
1068
うつふし
そめのあさのきぬなり
【一一六ウ】
（白紙）
【一一七オ】
古今和歌集巻第二十
〈
三
十二
首
〉
大哥所御謌
お
ほなほひの哥
あた
らしきとしのはしめにか
くしこそ
1069
ちとせ
をかねてたのしきをつめ日本記
ニハ
つかへま
つらめ
よろつ代まて
に
ふるきやまと
まひの哥
しもとゆふかつ
らきやまにふるゆきの
1070
まなくひまなくお
もほゆるかな
◇
【一一七ウ】
あふみふり
あふみよりあさたちくれは
うねのゝに
1071
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たつそなくなるあけぬこ
のよは
み
つくきふり
みつ
くきのおかのやかたにい
もとあれと
1072
ねてのあさ
けのしものふりはも
・
・
・しはつ山
ふり
しはつ山うち
いてゝみれはかさゆひの
1073
〈
へ
〉
しまこきかくるた
なゝしをふね
【一一八オ】
神あそひの哥
と
りものゝ哥
神か
きのみむろの山のさかき
はゝ
1074
かみの
みむろにしけりあひにけり
■
しもやた
ひおけとかれせぬさかきは
の
1075
たちさかゆへ
き神のきねかも
まきもくのあな
しの山のやまひとゝ
1076
人もみるかにやま
かつらせよ
みやまにはあられふ
るらしとやまなる
1077
【一一八ウ】
まさきのかつらいろつきに
けり
みちのくのあたちのまゆ
みわかひかは
1078
す
ゑさへよりこしのひ〳〵
に
わか
かとのいたゐのしみつさ
とゝをみ
1079
人しく
まねはみくさゐにけり
◇
ひるめの
哥
さゝのくまひ
のくまかはにこまとめて
1080
〈
ヨ
ソ
ニ〉
しはしみつかへか
けをたに見む
かへしものゝ哥
【一一九オ】
あ
をやきをかたいと
により
てうくひすの
1081
ぬう
といふかさはむめのはな
かさ
まかね
ふくきひのなかやまおひに
せる
1082
ほそたに
かはのをとのさやけさ
此哥は承和の
御へのきひのく の哥
みまさかやくめ
のさらやまさら〳〵に
1083
わかなはたてしよ
ろつ代まてに
是はみつのをの御へ
のみまさかのくにの哥
みのゝくにせきのふちか
はたえすして
1084
【一一九ウ】
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君につかへんよろつ代ま
てに
是
は元慶の御へのみのゝ哥
君か
代はかきりもあらしなか
はまの
1085
いさこ
のかすはよみつくすとも
■
是
は仁和御へ
のいせのくにの哥
おほとものく
ろぬし
あふみのやかゝ
みの山をたてたれは
1086
かねてそ ゆる君
か千とせは
是は今上の御へのあふ
みの哥
【一二〇オ】
東
哥みち
のく哥
あふく
まにきりたちわたりあけぬ
とも
■
1087
きみをは
やらしまてはすへなし
みちのくはい
つくはあれとしほかまの
1088
うらこくふねの
つなてかなしも
わかせこをみやこ
にやりてしほかまの
1089
まかきのしまのまつ
そこひしき
おくろさ みつのこしま
の人ならは
1090
【一二〇ウ】
みやこのつとにいさとい
はましを
み
さふらひみかさとまうせ
みやきのゝ
1091
木の
したつゆはあめにまされ
り
もかみ
かはのほれはくたるいなふ
ねの
1092
いなには
あらすこのつきはかり
君をおきてあ
たしこゝろをわかもたは
1093
すゑのまつ山な
みもこえなん
さかみ哥
こよろ
きのいそたちな
らしいそなつむ
1094
【一二一オ】
めさ
しぬらすなおきにをれなみ
・
・
・ひた
ち哥
つくは
ねのこのもかのもにかけは
あれと
1095
君か御か
けにますかけはなし
つくはねのみ
ねのもみちはおちつもり
1096
しるしらぬもな
へてかなしも
◇
かひ哥
かひかねをさやにも
みしかけゝらなく
■
1097
〈
フ
〉・
よこほりこせるさやの中山
■
・
・
・
・
・
・
＼＼
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【一二一ウ】
か
ひかねをねこしやまこし
ふくかせを
1098
人に
もかもやことつてやらんいせ哥
おふのう
らにかたえさしおほいなる
なしの
1099
なりもならす
もねてかたらはん
冬のかものまつ
りの哥
ふち原のとしゆき
朝臣
ちはやふるかものやし
ろのひめこまつ
1100
よろつ代ふらんいろはか
はらし
■
【
一二二オ】
（白
紙）
【一二
二ウ】（白紙）
【一二三オ】古今和歌集序夫和歌者託其根於
心地發其
花於詞林者也人之在
世不能
無為思慮易遷哀樂相變感
生
於志詠形於言是以逸者 詞
樂怨者其吟非可以述懐可
以
【
一二三ウ】
發憤
動天地感鬼神人化倫和
夫婦莫
宜於倭歌有六義一曰
風二曰賊
三曰比四曰興五曰
雅六曰頌若夫
春鸎之囀花中
秋蝉之吟樹上雖
無曲折各發
哥謡物皆有之自然
理也然而
【一二四オ】神世七代時質人涼情欲無
分
和
哥未作逮于素戔烏尊到出
雲國
始有三十一字之詠今反
哥之作
也其後雖天神之殊海
童之女莫
不以和歌通情者爰
及人代此風大
興長・短哥旋頭
歌
【一二四ウ】混本之類雑躰非一
源流漸繁
譬猶拂雲 樹生自寸
苗之煙
浮天波起於一滴之露至如
難
波津之什獻天皇冨緒河之篇
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報太子或事關神異或興入
幽
玄
但見上古哥多存古質之躰
【一
二五オ】
未為耳
目之翫徒為教戒之端
古天子毎
良辰美景詔侍臣預
宴莚者献和哥
君臣之情由斯
可見賢愚之性於
是相分所以
随民之欲擇士 才
也自大津
皇子之初作詩賦詞人
子慕
【一二五ウ】風
継塵移彼漢家之字化我日
域之
俗民業一改和歌漸衰然
猶有先
師柿本大夫者高振神
妙之思獨
歩古今之間有山邊
赤人者並和歌
仙也其餘業和
歌者綿々不絶及
彼時變澆漓
【一二六オ】人貴奢淫浮詞雲興艶
流泉涌
其實皆落其花孤榮至有好
色
之家以此為花鳥之使乞食之
客以此為活謀故半為婦人
右
難
進大夫之前近代存古風者
纔二
三人而已然長短不同論
【一二
六ウ】
以可弁花
山僧正尤得哥躰然
其詞華而小實
如圖畫好徒動
人情在原中将之
哥其情有餘
其詞不足如萎花雖
小彩色而
有薫香文屋康秀文林巧
詠物
然其躰近俗也如賈人之着
鮮
【
一二七オ】
衣宇
治山僧喜撰其詞甚華麗
而首尾
停滞如望秋月遇曉雲
小野少町
之哥古衣通姫之流
也然艶而無氣
力如病婦之着
花粉大友黒主之
謌古猿
丸大
夫之次也頗有逸興
而躰甚鄙
【一二七ウ】如田夫之息 前 此外氏
姓
流聞者不可勝數其大底皆以
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艶爲基不知哥之趣者也俗
人
事
榮利不用詠倭哥悲哉雖貴
兼相
將冨餘金銭而骨未腐於
土中名
先滅於世上適爲後世
【一二八
オ】
被知者唯倭哥
之人而已何者
語近人耳義通神
明也昔平城
天子詔侍臣令撰萬
葉集自
尒
以來時歴十代数過百季
其後
和歌哥不被採雖風流如野
相
公
雅情如存納言而皆以他才
【一
二八ウ】
聞不以
斯道顯伏惟陛下御宇
于今九載
仁流秋津州之外恵
茂筑波山之隂
渕變為瀬之聲
寂々閇口砂長為
巌之洋々滿
耳思継既絶之風欲
興久癈之
道爰詔大内記紀友則
御書所
【一二九オ】預紀貫之前甲斐小目凡河内
躬恒右衛門府生壬生忠峯
等
各
獻家集并古來舊謌曰續万
葉集
於是重有詔部類所奉之
謌勒為
二十巻名曰古今和歌
集臣等詞
小春花之艶名竊秋
【一二九ウ】夜之長況哉進恐
時俗之嘲退
慙才藝 拙適遇倭
哥之中興
以樂吾再昌嗟呼人丸既
没和
哥不在斯哉于時延喜五季
歳
次
乙丑四月十五日臣貫之等
謹序【一三
〇オ】（白紙）
【一三〇ウ】
家々稱證本之本
乍書入以墨滅哥今別
書之巻第十
物名部
ひくらし
つら雪
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そま人はみやきひくらし
あしひきの
1101
山
のやまひこよひとよむな
り
郭公
下空蟬上
◇
おかた
まのき
かちをん
◇
【一三一
オ】
かけりてもな
にをかたまのきても見ん
1102
からはほのをと
なりにしものを
友則下
◇
くれのをも
つら雪
こしときとこひつゝをれ
はゆふくれの
1103
お
もかけにのみ見えわたる
かな
忍草
利貞下
をきの
ゐ
みやこしま
をのゝこ
まち
【一三一ウ】
おきのゐてみを
やくよりもかなしきは
1104
みやこしまへのわ
かれなりけり
から琴
清行下
そめとの
あはた
あやもち
うきめをはよそめとのみ
そのかれゆく
1105
く
ものあはたつ山のふもと
に
桂宮
下
◇
此哥水
尾の御門のそめとのよりあ
はたへう
【一三二
オ】
つりたまふけ
る時によめる
☆
巻第十一
おく山にすかのね
しのきふる雪の下
けふ人をこふるこゝろ
はおほかはなか
◇
1106
るゝみつにおとらさりけ
り
わ
きもこにあふさかやまの
しのすゝき
1107
ほに
はいてすもこひわたるか
な
巻第十
三
恋しくは
したにをおもへむらさ
きの
下
【一三二ウ】
いぬかみのとこ
の山なるいさやかは
■
1108
いさとこたへよわ
かなもらすな
この哥ある人あめの
御門あふみのうねめにたま
へ
■
ると
返にうねめのたてまつれる
■
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山しなのをとはのたきの
をとにたに
☆
1109
人
のしるへくわかこひめや
も
巻第
十四おもふ
てふことのはのみやあきを
へての
◇
【一三三
オ】しもそとおりひめの
ひとりゐて御門をこ
ひたてまつ て
わかせこかくへきよひ
なりさゝかにの
1110
くものふるまひかねてし
るしも
ふ
かやふかこひしとはたか
なつけゝん下
◇
貫之
人しら
はつみにもゆかんすみのえ
の
◇
1111
きしにお
ふてふこひわすれくさ
四
、
異
同
そ
の
他
訂正【九九オ】⑧「を」にミセ消。
異
同一覧
◇独
自本文
【八七
ウ】
⑧「あな
ふとやいはむ」―他本「あ
なうとやいはむ
」。
【八八オ】⑥「きえてもい
とへ」―他本「きゝてもい
とへ
」。
【八九オ】⑥「おくらやま」―他
本「奥山の
」。
【九〇オ】⑤
「木もあらす」―他本「
木にもあらす
」。
⑥「
はしたにわか身」―他本
「はしにわか身は」等。
永暦本
・建久本・寂恵本
小字注
に「ハシタニ」あり。
【九二ウ
】
②「さきてと
くちるものおもひもなし
」―他本「ひかりをのみそ
た
のむへらなる
」。
③「かつらに侍け
るはのすけに」―他本「き
のとしさたかあはのす
けに
」。
④「はなふけせんとて」
―他本「はなむけせむと
て
」。
【九四オ】
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④「あまたなりにき」―
他本「あまとなりにき」
等。
【
九四ウ】
①「
うらむへき世も」―他本
「うらむへきまも
」。
④「や
へむくらにて」―他本「や
へむくらして
」。
⑧「てる
つきなみの」―他本「おふ
るさ月の
」。
【九六ウ】⑧「はつせへ」
―他本「はつせに
」。
【九七オ】③「うきなしりけり」
―他本「うきなゝりけり
」。
【九九オ】⑧
「よを」―他本「夜
」。
【一
〇〇オ】
①「つ
くると」―他本「つくれる
そと」等。
【一〇七
オ】
②「さくらは
な」―他本「むめの花
」。
③「いとひしも
せる」―他本「いとひし
もをる」等。
【一一二オ】⑦「うくひの」―他
本「鶯の
」。
【一一三ウ】⑥「ひくはかりなり」―他
本「すく許也」等。
【一一七オ】⑨
「まなくひまなく」―他
本「まなく時なく
」。
【一
一八ウ】
⑤「み
くさゐにけり」―他本「み
くさおひにけり」等。
【一二一
オ】
⑥「しるしら
ぬも」―他本「しるもし
らぬも
」。
【一三〇ウ】⑧「郭公」❘他本
「在郭公
」。
⑨「おかたまの
き」❘
他本なし。
【一三一オ】③
「友則下」❘他本「をか
たまの木友則下
」。
【一
三一ウ】
⑧「桂
宮下」❘他本なし。
【一三二
オ】
④「おほかは
」❘他本「大井河
」。
【一三二ウ】⑨「あきをへての
」❘他本「あきをへて
」。
【一三三オ】⑥「ふかやふか」❘他本
「ふかやふ
」。
⑥「たかなつけゝん
本「たかなつけゝむことな
らむ
」。
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⑧「人しらは」❘他本「
みちしらは
」。
■定
家本との異同
【八六
ウ】
④「侍り
ける時に」―貞、嘉、伊「
侍ける時
」。
元・前・雅・
公ト同。
【八七ウ】⑦「いつらはわか
身」―貞、嘉、伊「いつら
わか身の
」。
公ト同。
【八九オ】①
「ふみならしみむ」―貞
、嘉、伊「ふみならしてむ
」。
前、
雅、ト同。
【八九
ウ】
④「みつ
ね」―貞、嘉、伊「凡河内
みつね
」。
基俊本、六条
家本、後鳥羽院本ト同。
⑦「ものおもひ
侍ける時」―貞、嘉、伊
「物思ける時
」。
元、前、雅ト同。
⑨「なにおひつらん
」―貞、嘉、伊「なにおひ
いつらむ
」。
元ト同。
【九〇ウ】
⑤「たむらの御時」―貞
、嘉、伊「田むらの御時
に
」。
元
ト同。
【九
一オ】
④「お
こせて侍ける」―貞、嘉、
伊「をこせたりける
」。
雅ト同。
⑥「をとつれ
しとや」―貞、嘉、伊「
をとつれしとそ
」。
⑧「侍ける時に
」―貞、嘉、伊「侍ける時
」。
前、雅、公ト同。
【九一ウ】③「ほとたにも」―貞、
嘉、伊「ほと許
」。
前
、雅ト同。
⑥「
つかまつらす」―貞、嘉
、伊「つかうまつらす
」。
公ト同
。
【九二オ
】
⑦「侍りける
時」―貞、嘉、伊「侍け
る時に
」。
元ト同。
⑧「たてまつれる
」―貞、嘉、伊「たてまつ
れりける
」。
雅ト同。
【九三ウ】①「わすれつゝ」―貞、嘉
、伊「わすれては
」。
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元、前、公ト同。
【
九四オ】
⑤「
この哥或人云」―貞、嘉
、伊「このうたはある人
」。
公ト同
。
⑦「人に
」―貞、嘉、伊「おとこに
」。
前、雅ト同。
⑧
「
つかはしけると
なん
」
―貞
、
嘉
、
伊
「
つかはせりける
となむ
」。
基
俊本
、
後
鳥
羽院
本
、
六
条家
本
ト
同
。
【九四ウ】②「いつくを」―貞、嘉
、伊「いつこを
」。
雅
ト同。
④「
かとさせりてん」―貞、
嘉、伊「かとさせりてへ
」。
六条家
本、永治本ト同。
【九五オ
】
③「いきやし
にけむ」―貞、嘉、伊「
ゆきやしにけむ
」。
雅、公ト同。
⑤⑥
「
まてきたりけるに
」
―貞
、
嘉
、
伊
「
まうてきたりける
時に
」。
前、雅ト同。
⑧「よみける」―貞、嘉
、伊「よめる
」。
元、前、雅ト同。
【九五ウ】⑥
「つら雪」―貞、嘉、伊
「きのつらゆき
」。
志
香
須
賀
文
庫
本
、
基
俊
本
、
雅
俗
山
荘
本
、
今
城
切
、
高野切
ト同。
【九六ウ
】
⑥「すむへき
さとゝ」―貞、嘉、伊「
すむへきやとゝ
」。
元、前、雅ト同
。
⑦「なけきくはれ
る」―貞、嘉、伊「なけき
くはゝる
」。
雅、公ト同。
⑨「やとりける時に」―
貞、嘉 伊「やとれりけ
る時
」。
雅
ト同。
【九
七オ】
⑧「わ
ひつゝそふる」―貞、嘉、
伊「わひつゝそぬる。
元、前、
雅、公ト同。
【九七ウ】④「わかやとは
」―貞、嘉、伊「わかや
とも
」。
雅ト同。
⑥「侍ける時」―貞
、嘉、伊「侍ける時に
」。
基俊本、雅俗山荘本、建
久本ト同。
⑥「まかりかよひて」―貞
、嘉、伊「まかりかよひつ
ゝ
」。
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元、前、雅、公ト同。
【
九八オ】
③「
をんなともたちに」―貞
、嘉、伊「女ともたちと
」。
雅ト同
。
⑥「とめ
てけん」―貞、嘉、伊「い
りにけむ
」。
元、前、雅ト
同。
【九八ウ】⑨「すみわたりけ
る」―貞、嘉、伊「すみわ
たりけり
」。
志香須賀文庫本ト同。
【九九オ】①
「わろく」―貞、嘉
伊
「わるく
」。
元、
前、雅、公ト同。
①「程
に」―貞、嘉、伊「あひた
に
」。
元、前、
雅ト同。
⑨「せさい」
―貞、嘉、伊「せんさい
」。
雅ト同。
【九九ウ】①②「かきならして
」―貞、嘉、伊「かきなら
しつゝ
」。
公ト同。
③④「いとあはれなりとお
もひて」―貞、嘉、伊
ナ
シ。
元、前、雅ト同。
④
⑤「なりにける」―貞、
嘉、伊「なりにけり
」。
元ト
同。
⑤「い
ひつたふる」―貞、嘉、伊
「いひつたへたる
」。
元、雅ト
同。
【一〇〇ウ】⑤
「
おくにかきつけ
て
」
―貞
、
嘉
、
伊
「
よみておくにか
きつけて
」。
元、前、雅ト同。
⑧「山水の」―貞、嘉
、伊「山河の
」。
前、雅ト同。
【
一〇一オ】
⑥「
はるゝ時なし」―貞、嘉
、伊「はるゝ時なく
」。
公ト同
。
【一〇一
ウ】
⑤⑥「たきつ
こゝろは」―貞、嘉、伊
「たきつ心を
」。
雅ト同。
【一〇二オ】①「おくしもの」―
貞、嘉、伊「をくつゆの
」。
前、雅ト同。
【一〇三オ】
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⑤「よるひるわかす」―
貞、嘉、伊「ひるよるわ
かす
」。
前
、雅、公ト同。
【一
〇四オ】
③「あ
さむきいてし」―貞、嘉、
伊「あさむきいてゝ
」。
雅ト同。
【一〇四ウ】②「これにそは
せる」―貞、嘉、伊「これ
にそはれる
」。
雅・公ト同。
【一〇七オ】④「素性」―貞、嘉、伊
「素性法師
」。
元
ト同。
【一
〇七ウ】
①「よ
める」―貞、嘉、伊「よみ
ける
」。
元、公ト
同。
②「藤原兼輔
」―貞、伊、嘉「藤原兼
輔朝臣
」。
前、雅ト同。
⑤「みつね」―貞
、嘉、伊「凡河内みつね
」。
元、公ト同。
【一〇八オ】③「のへにみたるゝ」―貞
、嘉、伊「のへにたはるゝ
」。
雅ト同。
④
「つまてすくへき」―貞
、嘉、伊「つまて見るへき
」。
元、
前、雅、公ト同。
⑥「は
なのすかたの」―貞、嘉、
伊「花のすかたそ
」。
元、前、
雅、公ト同。
【一〇八ウ】⑤「かせ雪を」
―貞、伊、嘉「風の雪を
」。
雅、公ト同。
⑥⑦「つかはしける」
―貞、嘉、伊「よみてつ
かはしける
」。
元、前、雅ト同。
⑧
「ふゆなれと」―貞、嘉
、伊「冬なから
」。
前、
雅、公ト同。
【一〇
九オ】
③「たゝ
るにしあれは」―貞、嘉、
伊「たゝるに我は
」。
前、雅、公ト
同。
【一〇九ウ】⑦「むなしけふり
そ」―貞、嘉、伊「むなし
けふりを
」。
前、雅ト同。
【一一〇オ】③「つきのなきよは」―貞
、嘉、伊「月のなきには
」。
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前、雅、公ト同。
【
一一一オ】
②「
なれはふりなん」―貞、
嘉、伊「なれはよりなむ
」。
雅ト同
。
⑥「題不
知」―貞、嘉、伊
ナシ。
元ト同。
【一一一ウ】⑤「いなやこゝろ
は」―貞、嘉、伊「いてや
心は
」。
前、雅ト同。
⑧の前
作者名無
―貞
、嘉、伊「一本ふかやふ
」。
雅
ト同。
【一
一二オ】
①の前
作者名無
―貞、嘉、伊
「一本よみ人しらす
」。
雅ト同。
【一一二ウ】①「さやくしも
よに」―貞、嘉、伊「さ
やくしもよを
」。
志
香
須
賀
文
庫
本
、
天
理
本
、
永
暦
本
ト
同
。
【一一三オ】③「つくるめり」―貞、
嘉、伊「つくるなり
」。
元ト同。
⑨「なにたつことの」―
貞、嘉、伊「なのたつこ
との
」。
元
、前ト同。
【一
一三ウ】
④
「
屎
源
の
つ
く
る
か
女
」
―
貞
、
嘉
、
伊
「
く
そ
屎
源
つ
く
る
か
女
」
前、雅、
公ト同。
⑤「くるとい
へは」―貞、嘉、伊「よ
るといへは
」。
元、前、雅ト同
。
【一一四オ】⑦「おもひもて」―貞
、嘉、伊「になひもて
」。
元、前、雅ト同。
【
一一六オ】
①「
たちよれは」―貞、嘉、
伊「たちよりて
」。
前、雅
ト同。
【一一八
オ】
④「かみのみ
むろに」―貞、嘉、伊「
神のみまへに
」。
元、前、雅、公
ト同。
【一一九ウ】④「いさこのかすは
」―貞、嘉、伊「まさこの
かすは
」。
前、雅、公ト同。
【一二〇オ】
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③「きりたちわたり」―
貞、嘉、伊「きりたちく
もり
」。
元
、前、雅、公ト同。
【一
二一オ】
⑧「け
ゝらなく」―貞、嘉、伊「
けゝれなく
」。
前、公ト
同。
⑨「よこほり
こせる」―貞、嘉、伊「
よこほりふせる。
前、雅ト同。
【一二一ウ】⑨「よろつ代ふらん」
―貞、嘉、伊「よろつよ
ふとも
」。
公ト同。
【一
三二ウ】
①「い
さやかは」❘貞、嘉、伊「
なとり河
」。
嘉
併記
。
志香須賀文庫
本ト同。
③「あめの御門
」❘貞、嘉、伊「あめの
御門の
」。
⑤「返に」❘貞、
嘉、伊「返し
」。
☆定家本における異同【八六ウ】
⑦「いかにとゝはゝ」―
嘉、伊「いかゝとゝはゝ
」。
⑨
「文屋のやすひてか」―
嘉、伊「文屋やすひて
」。
【八
八オ】
⑨「い
つくにか」―伊「いつこに
か」
。
【八九オ
】
②「すまはか
も」―貞、伊「すまはか
は
」。
【九〇ウ】①「なかされて侍
ける」―嘉「なかされ侍け
る
」。
⑤「つのくにの」―貞
「つのくに
」。
⑥⑦「こもり侍りける時
に」―嘉、伊「こもり侍
けるに
」。
【
九一オ】
⑤「
〈
右少将
〉」―貞ナシ
。嘉、伊「寛平二年任右
少将
」。
【九四
オ】
①「きみ
かこさらん」―貞、嘉「き
みはこさらむ
」。
【一〇三ウ】⑤「きこえあけ
」―嘉「きこひあけ
」。
【一〇四ウ】⑨「くすりもか」―
伊「くすりかも
」。
【一〇五オ】⑤「はつしくれ」―貞「う
ちしくれ
」。
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【一〇五ウ】③
の傍注
本学本無。―嘉
、伊「延喜七年六月八日崩
卅六
」。
【一
一〇オ】
①「ま
とひこそすれ」―伊「迷こ
そすれ
」。
【一一二
オ】
⑥
「
は
な
ち
す
て
た
る
」
―
貞
、
嘉
「
は
な
ち
す
て
つ
る
」。
伊
「
は
な
ち
す
てつゝ
」。
【一三二オ】①「つりたまふける時
によめる」❘嘉、伊「つ
りたまふける時によ
める
桂宮下
」。
【
一三二ウ】
⑥「
をとにたに」❘伊「をと
にのみ
」。
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記本学本の調査
にあたり、本学日本文学
専攻の今井久代先生、金子
彰先生、光延真
哉先生、瀧口翠先生、鵜飼
祐江先生、東京大学教授
の鉄野昌弘先生に
ご指導いただいた。
なお本会の活動は東京
女子大学学会より「学生
研究奨励費」の交
付を受けて行っているも
のである。
以
下の会員が本稿の翻刻・
調査・製作に関わった。
秋
元
薫
・
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木
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利
奈
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南
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子
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牧
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三上
美
枝
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宮
下
真
佐子
・
矢
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本
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子・
渡
邊
舞
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